


図版32　宮崎墳墓群1・2号墓　1．宮崎墳墓群立地状況（北西から）2．1・2号墓全景（東から）3．2号墓南西突出部

及び1号墓北西突出部（Tl、西から）4．2号墓南西突出部及び1号墓北東突出部（T2・T5、南東から）5．2号墓南西突出部（T

l・T2・T5、南から）6．同左（Tl・T2・T5、北から）7．同左南東基部（T3・T4、北西から）8．墳丘西裾層位（T6、南西から）



図版33　宮崎墳墓群3号墓　1．墳丘南方土塁裾（Tl、北から）2．南西突出部周辺（Tll、北西から）3．南西突出部北

西基部周辺（T13、北から）4．南西突出部南東基部SKOl周辺（T12、北東から）5．同左SKOl（T12、南から）6．SKO2内遺物出土状

況（TlO、北東から）7．同左　8．南西突出部遺物出土状況（Tll、南西から）



図版34　宮崎墳墓群3号墓　1．墳丘西裾層位（T2、南東から）2．北西突出部（T3、北東から）3．北西突出部層位（T6・T8、南東

から）4．墳丘北裾から北西突出部（T3・T4・T6、北から）5．北東突出部南東基部（T5、東から）6．北東突出部（T5・T7・T9、南東

から）7．北東突出部北西基部層位及び遺物出土状況（T7、北から）
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図版35　宮崎千里古墳群2号墳　1．墳丘南裾（T3、南西から）2．墳丘南西裾層位（T4、西から）3・墳丘南西裾及び4号

墳北東裾（T3・T4、北東から）4．墳丘北西裾（T6、北西から）5・墳丘北裾（Tl、北東から）6・同左層位　7眉側墳丘東側盛土状況

（T2、南から）8．東側墳丘東裾（T2、東から）



図版36　宮崎千里古墳群6・10号墳　　宮崎千里6号墳1．墳丘北裾（T3、北から）2．墳丘南裾及び7号墳北東裾（Tl・

T7・T8、南から）3．墳頂部より7号墳を望む（T5・T6、北東から）　宮崎千里10号墳　4．墳丘南西裾層位（Tl、南から）　5．墳丘

東裾層位（T4、南から）6．墳頂部（Tl・T2、北東から）



図版37　宮崎千里古墳群9号墳　1．前方部南東裾より後方部を望む（東から）2．前方部東裾層位（TlO、南から）

3．東側くびれ部より前方部を望む（T3・T4、南西から）4．墳頂部（Tl・T2、北東から）5．東側くびれ部層位（T4・T3、東から）

6，後方部南東裾（T8、南から）



図版38　宮崎千里古墳群12号墳推定地　1．全景（北西から）2．谷東斜面層位（T2、南から）3．谷東斜面層位（TlO、

南西から）4．谷東斜面層位（T9、南西から）5．谷東斜面（Tll、北西から）6．平野側西斜面層位（T3、南から）7．尾根（T4、

南西から）8．尾根層位（T4、北西から）



図版39　宮崎千里古墳群16・17・18号墳　宮崎千里16号墳1．墳丘東裾（T5、南東から）2．墳頂部（Tl・T2、北

から）3．墳丘北裾層位（T2、北西から）宮崎千里17号墳　4億丘南溝（T2、西から）5．墳丘南側（T2、東から）富崎千

里18号墳　6．墳丘北西裾（T6、北西から）7．墳丘北裾（T4、北西から）8．墳頂部（T2・T3、北から）





図版41六治古塚（1、2、4、5、8、9、11～13、15、16、21）及び向野塚（29～33、35、36、39）出土遺物 ・数字は実測番号
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図版42　鏡坂墳墓群2号墓出土遣物

62

64

66



49

感

真「・言う

1、由l÷・・l≠た範
51

減膠等盛儀

図版43　鏡坂墳墓群出土遺物（43～45、47～49、51は1号墓　54、59、60は2号墓）



図版44　宮崎墳墓群3号墓出土造物
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図版45　宮崎墳墓群3号墓出土遺物（158～161はTlOSKO2内出土）
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図版46　宮崎墳墓群3号墓出土遺物
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図版47　宮崎赤坂遺跡（163、181、183、184、186、194、198）及び離山砦遺跡（233、243）出土遺物
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図版48　宮崎赤坂遺跡（164、167、174、188、192、199、205、216、217）及び離山砦遺跡（219、220、222、226、227、242、253、269、276、282、284）出土遣物



315

304

図版49　宮崎千里古墳群出土遺物（289は4号填、292、295は6号填、304、305は9号填、315は16号墳）
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図版50　宮崎千里古墳群出土遺物（288は4号填、296、299、300は9号墳、308は10号填、309は17号填、311、313、314、317、318は16号墳）
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